
道路の区間ID方式を活用した

道路関連情報の流通に関する取り組み
国土技術政策総合研究所
日本デジタル道路地図協会

多様な道路関連情報を組織・分野横断に流通させたいが……

課題１.情報の送り手の持つ地図の経緯度を用いて情報交換すると、受け手の地
図で異なる位置を示す可能性がある

課題２.既存の道路ネットワークのIDによる情報交換は経年変化の影響を受ける

道路区間ID方式は道路関連情報の流通を支援します！

★道路の区間・参照点から相対的に
道路上の位置を特定
①IDが経年変化しない、②道路形状の属性を保持しない、

③国際規格との整合 ・・・3つの特徴
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★約20万kmのIDを整備！近日公開

道路交通センサス対象路線、区間数約9万、
参照点約11万、区間の平均長約2,000m

▼DRM ▼道路の区間ID方式

自社ネットワークへの活用のため 他機関とのやり取り（道路管理者） 他機関とのやり取り（関連業界等）
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既存方式との比較

★活用イメージ

★災害時の活用
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